
＜参考＞
◆北海道教育大学キャンパスマスタープラン2022について

本学の将来構想を踏まえたキャンパスの方向性や計画的なキャンパス全体の中長期的な整備・活用について示すことにより、将来のビジョンを学内外の関係者が共有し、
課題解決に取り組みながらキャンパスの発展を図るものである。

ＣＭＰ2022では、中長期のフレームワークを定めるとともに施設整備に関する基本方針を示し、それを踏まえたキャンパスの骨格に関する計画を策定するものとする。

◆CMPの計画期間と他計画の関係
2004年度国立大学法人化に伴い、CMP2005を2006年4月に策定以降、これまで中期目標・中期計画に合わせてCMP2010、CMP2016を策定、その後、インフ

ラ長寿命化計画が策定されたことに伴い、2019年３月にCMP2016を改定している。
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キャンパスマスタープラン２０２２（ＣＭＰ２０２２）の部分改定について

大学を取り巻く環境及び方針等の変更、その他関係する計画の変更に伴う部分改定を行う

主な改定箇所
①土地の有効活用方針の変更に伴う改訂
②学生寄宿舎の今後の在り方に関する記載の追加
③Ｒ５年度職員宿舎基本方針の変更及びＲ６年度職員宿舎２棟の廃止に伴う記載内容の変更
④キャンパスの整備方針・活用方針について、施設のダウンサイジングの方針について改築等を行う場合の縮小率を

数値化し記載、また、これに関する記載事項の変更・追加
⑤Ｒ６年度で施設の使用を停止した大雪山自然教育研究施設に関する記載事項の変更
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